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(57)【要約】
【課題】脱色剤又は酸化染毛剤に用いられ、低温安定性を高めることができる第１剤組成
物、並びに該第１剤組成物を用いた多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を提供する。
【解決手段】本発明に係る第１剤組成物は、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられる。本発明
に係る第１剤組成物は、アルカリ剤である炭酸塩と、カチオン性増粘剤と、２価アルコー
ルとを含む。第１剤組成物が酸化染毛剤に用いられる場合には、本発明に係る第１剤組成
物は、酸化染料を含む。本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、上記第１剤組成
物と、酸化剤を含む第２剤組成物とを少なくとも備える。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脱色剤又は酸化染毛剤に用いられる第１剤組成物であって、
　アルカリ剤である炭酸塩と、カチオン性増粘剤と、２価アルコールとを含み、
　酸化染毛剤に用いられる第１剤組成物である場合には、酸化染料を含む、第１剤組成物
。
【請求項２】
　第１剤組成物の性状が、液状又はジェル状である、請求項１に記載の第１剤組成物。
【請求項３】
　２５℃での粘度が３０００ｍＰａ・ｓ以下である、請求項１又は２に記載の第１剤組成
物。
【請求項４】
　前記カチオン性増粘剤が、カチオン化セルロースである、請求項１～３のいずれか１項
に記載の第１剤組成物。
【請求項５】
　前記２価アルコールが、炭素数３以上、６以下の２価アルコールである、請求項１～４
のいずれか１項に記載の第１剤組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の第１剤組成物と、酸化剤を含む第２剤組成物とを
少なくとも備える、多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられ、アルカリ剤を含む第１剤組成物に関する
。また、本発明は、アルカリ剤を含む第１剤組成物と、酸化剤を含む第２剤組成物とを少
なくとも備える多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪を脱色又は染色するために、アルカリ剤を含む第１剤組成物と、酸化剤を含む第２
剤組成物とを含む２剤式の脱色剤又は酸化染毛剤が広く用いられている。
【０００３】
　従来の脱色剤又は酸化染毛剤が容器中で混合された混合剤は、クリーム状であることが
多い。クリーム状の混合剤は、毛髪に塗布された後、クリーム状のままで毛髪が脱色又は
染色されるまで５～６０分程度放置される。毛髪が脱色又は染色された後、混合剤は洗い
流される。
【０００４】
　上記脱色剤又は酸化染毛剤の一例として、下記の特許文献１には、混合された混合剤が
、モノエタノールアミン又はヒドロキシエチルアンモニウムイオンと、炭酸イオン又は炭
酸水素イオンと、アミノ変性シリコーン又はメチルポリシロキサン類と、カチオン性ポリ
マーと、酸化染料中間体又は直接染料と、酸化剤とを含む脱色剤又は酸化染毛剤が開示さ
れている。特許文献１の実施例１の第１剤組成物は、モノエタノールアミン、炭酸カリウ
ム、塩化ジメチルジアリルアンモニウム重合体液、アミノ変性シリコーン及び酸化染料中
間体などを含む。また、この第１剤組成物は、２－ベンジルオキシエタノール及び９５度
エタノールを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２３０２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　特許文献１に記載の脱色剤又は酸化染毛剤では、混合前の第１剤組成物が、例えば１０
℃以下の低温下に晒されると、第１剤組成物の性状が変化することがある。より具体的に
は、低温下に晒された第１剤組成物に、析出物が生じることがある。この析出物は、第１
剤組成物の粘度が低いほど、顕著に生じる傾向がある。また、特許文献１に記載の脱色剤
又は酸化染毛剤を用いて毛髪を脱色又は染色すると、脱色又は染色された毛髪の滑らかさ
が低いことがある。
【０００７】
　本発明の目的は、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられ、低温安定性を高めることができる
第１剤組成物、並びに該第１剤組成物を用いた多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を提供する
ことである。
【０００８】
　本発明の限定的な目的は、低温安定性を高めることができるだけでなく、脱色又は染色
後の毛髪の滑らかさを高めることができる第１剤組成物、並びに該第１剤組成物を用いた
多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の広い局面によれば、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられる第１剤組成物であって
、アルカリ剤である炭酸塩と、カチオン性増粘剤と、２価アルコールとを含み、酸化染毛
剤に用いられる第１剤組成物である場合には、酸化染料を含む、第１剤組成物が提供され
る。
【００１０】
　本発明に係る第１剤組成物のある特定の局面では、第１剤組成物の性状は、液状又はジ
ェル状である。
【００１１】
　本発明に係る第１剤組成物の他の特定の局面では、第１剤組成物の２５℃での粘度は３
０００ｍＰａ・ｓ以下である。
【００１２】
　本発明に係る第１剤組成物のさらに他の特定の局面では、上記カチオン性増粘剤は、カ
チオン化セルロースである。
【００１３】
　本発明に係る第１剤組成物の別の特定の局面では、上記２価アルコールは、炭素数３以
上、６以下の２価アルコールである。
【００１４】
　本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、本発明に従って構成された第１剤組成
物と、酸化剤を含む第２剤組成物とを少なくとも備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る第１剤組成物は、アルカリ剤である炭酸塩とカチオン性増粘剤と２価アル
コールとを含むので、低温安定性に優れている。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１７】
　本発明に係る第１剤組成物は、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられる第１剤組成物である
。本発明に係る第１剤組成物は、アルカリ剤（Ａ）と、カチオン性増粘剤（Ｂ）と、２価
アルコール（Ｃ）とを含む。本発明に係る第１剤組成物は、アルカリ剤（Ａ）である炭酸
塩（Ａ１）を含む。第１剤組成物が酸化染毛剤に用いられる場合には、本発明に係る第１
剤組成物は、酸化染料（Ｄ）を含む。
【００１８】
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　上記組成の採用により、第１剤組成物の低温安定性を高めることができる。例えば、第
１剤組成物が１０℃以下の低温下に晒されても、第１剤組成物に変化が生じ難くなり、第
１剤組成物に析出物が生じ難くなる。さらに、上記組成の採用により、第１剤組成物を備
える脱色剤又は酸化染毛剤を用いて、毛髪を脱色又は染色したときに、脱色又は染色され
た毛髪の滑らかさを高めることができる。
【００１９】
　第１剤組成物は、液状であってもよく、ジェル状であってもよく、クリーム状であって
もよい。但し、第２剤組成物との混合性に優れているので、第１剤組成物の性状は、液状
又はジェル状であることが好ましい。従来の第１剤組成物では、粘度が低いほど、低温安
定性が低下する傾向がある。しかし、本発明における上記組成の採用により、第１剤組成
物の粘度が低くても、第１剤組成物に変化又は析出物が生じるのを十分に抑制することが
できる。
【００２０】
　第１剤組成物の２５℃での粘度は、好ましくは３０００ｍＰａ・ｓ以下、より好ましく
は２０００ｍＰａ・ｓ以下である。第１剤組成物の２５℃での粘度が上記上限以下である
と、液状又はジェル状の第１剤組成物の流動性がより一層高くなる。本発明に係る第１剤
組成物は、２５℃の粘度が上記上限以下であっても、低温安定性に充分に優れている。ま
た、第１剤組成物の２５℃での粘度は、１０ｍＰａ・ｓ以上であることが好ましい。第１
剤組成物の粘度は、Ｂ型粘度計（トキメック社製）を用いて、ロータＮｏ．３、６０ｒｐ
ｍ及び１分の各条件で測定される。
【００２１】
　本発明に係る第１剤組成物は、脱色剤又は酸化染毛剤に用いられる。本発明に係る第１
剤組成物は、酸化剤を含む第２剤組成物とともに好適に用いられる。本発明に係る多剤式
の第１剤組成物は、上記第１剤組成物と、酸化剤を含む第２剤組成物とを少なくとも備え
る。
【００２２】
　以下、第１剤組成物の詳細、第２剤組成物の詳細、多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤の詳
細、並びに該多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を用いた毛髪の脱色又は染色方法の詳細を説
明する。
【００２３】
　（第１剤組成物）
　［アルカリ剤（Ａ）］
　本発明に係る第１剤組成物は、アルカリ剤（Ａ）である炭酸塩（Ａ１）を含む。炭酸塩
（Ａ１）は、炭酸のアンモニウム塩、炭酸のナトリウム塩、炭酸のカリウム塩及び炭酸の
グアニジン塩等が挙げられる。皮膚刺激を低減し、脱色又は染色による毛髪の損傷を抑制
し、かつ脱色性又は染色性を効果的に高める観点からは、炭酸塩（Ａ１）は、炭酸のアン
モニウム塩であることが好ましい。炭酸塩（Ａ１）は、１種のみが用いられてもよく、２
種以上が併用されてもよい。
【００２４】
　上記炭酸のアンモニウム塩としては、炭酸アンモニウム及び炭酸水素アンモニウムが挙
げられる。皮膚刺激をより一層低減し、脱色又は染色による毛髪の損傷をより一層抑制し
、かつ脱色性又は染色性をより一層効果的に高める観点からは、炭酸塩（Ａ１）は、炭酸
アンモニウム及び炭酸水素アンモニウムの内の少なくとも１種であることが好ましく、炭
酸水素アンモニウムであることがより好ましい。
【００２５】
　本発明に係る第１剤組成物は、アルカリ剤（Ａ）として、炭酸塩（Ａ１）と、該炭酸塩
以外の他のアルカリ剤（Ａ２）とを含んでいてもよい。他のアルカリ剤（Ａ２）としては
、アンモニア、イソプロパノールアミン、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、
トリエタノールアミン及び２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール等が挙げられる。
これら以外のアルカリ剤を用いてもよい。他のアルカリ剤（Ａ２）は、１種のみが用いら
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れてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００２６】
　脱色性又は染色性をより一層効果的に高める観点からは、本発明に係る第１剤組成物は
、アルカリ剤（Ａ）として、炭酸塩（Ａ１）とアンモニア及びモノエタノールアミンの内
の少なくとも１種とを含むことが好ましく、炭酸塩（Ａ１）とアンモニアとを含むことが
より好ましい。
【００２７】
　第１剤組成物中のアルカリ剤（Ａ）である炭酸塩（Ａ１）の含有量は、所望とする脱色
性又は染色性などを考慮して適宜調整される。第１剤組成物１００質量％中、アルカリ剤
（Ａ）である炭酸塩（Ａ１）の含有量は、好ましくは０．０１質量％以上、より好ましく
は０．１質量％以上、更に好ましくは１質量％以上、特に好ましくは３質量％以上、好ま
しくは２０質量％以下、より好ましくは１５質量％以下である。炭酸塩（Ａ１）の含有量
が上記下限以上であると、毛髪の脱色性又は染色性がより一層高くなる。炭酸塩（Ａ１）
の含有量が上記上限以下であると、脱色又は染色による毛髪の損傷が少なくなり、かつ皮
膚刺激が少なくなる。
【００２８】
　アルカリ剤（Ａ）として炭酸塩（Ａ１）と炭酸塩以外の他のアルカリ剤（Ａ２）とを併
用する場合には、第１剤組成物中のアルカリ剤（Ａ）の含有量は、所望とする脱色性又は
染色性などを考慮して適宜調整される。第１剤組成物１００質量％中、アルカリ剤（Ａ）
の含有量は、好ましくは０．０１質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、更に好
ましくは１質量％以上、特に好ましくは３質量％以上、好ましくは２５質量％以下、より
好ましくは２０質量％以下である。アルカリ剤（Ａ）の含有量が上記下限以上であると、
毛髪の脱色性又は染色性がより一層高くなる。アルカリ剤（Ａ）の含有量が上記上限以下
であると、脱色又は染色による毛髪の損傷が少なくなり、かつ皮膚刺激が少なくなる。
【００２９】
　アルカリ剤（Ａ）として炭酸塩（Ａ１）と炭酸塩以外の他のアルカリ剤（Ａ２）とを併
用する場合には、アルカリ剤（Ａ）１００質量％中、炭酸塩（Ａ１）の含有量は、好まし
くは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上、好ま
しくは９９．９９質量％以下、より好ましくは９９．９質量％以下、更に好ましくは９９
質量％以下、特に好ましくは９５質量％以下である。
【００３０】
　［カチオン性増粘剤（Ｂ）］
　本発明に係る第１剤組成物に含まれているカチオン性増粘剤（Ｂ）は、塗布時に混合さ
れた脱色剤又は酸化染毛剤の毛髪からの垂れ落ちを抑制する効果を、第１剤組成物に付与
する。また、カチオン性増粘剤（Ｂ）は、例えば、第１剤組成物が液状又はジェル状であ
る場合などに、第１剤組成物と第２剤組成物とを少なくとも備えた脱色剤又は染毛剤の混
合時に、粘度を効果的に上昇させる。カチオン性増粘剤（Ｂ）は特に限定されない。カチ
オン性増粘剤（Ｂ）として従来公知のカチオン性増粘剤が使用可能である。カチオン性増
粘剤（Ｂ）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００３１】
　カチオン性増粘剤（Ｂ）としては、カチオン化セルロース及びカチオン性ポリマー等が
挙げられる。混合剤の粘度をより一層良好にし、かつ混合剤の毛髪からの垂れ落ちをより
一層抑制する観点からは、カチオン性増粘剤（Ｂ）は、カチオン化セルロース及びカチオ
ン性ポリマーの内の少なくとも１種であることがより好ましい。
【００３２】
　上記カチオン化セルロースの具体例としては、塩化－Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（ト
リメチルアンモニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロース及び塩化ジアリルジメチル
アンモニウム・ヒドロキシエチルセルロース等が挙げられる。
【００３３】
　上記カチオン性ポリマーとしては、カチオン性澱粉、カチオン化グアーガム誘導体、ジ
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アリル４級アンモニウム塩重合物、ジアリル４級アンモニウム塩／アクリル酸共重合物、
ジアリル４級アンモニウム塩／アクリルアミド共重合物及び４級ポリビニルピロリドン誘
導体等が挙げられる。上記カチオン性ポリマーの具体例としては、塩化－Ｏ－［２－ヒド
ロキシ－３－（トリメチルアンモニオ）プロピル］グアーガム、塩化ジメチルジアリルア
ンモニウム・アクリル酸共重合体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド
共重合体及びビニルピロリドン・ジメチルアミノメタクリレートの硫酸ジメチルによる４
級化誘導体等が挙げられる。なお、カチオン性ポリマーには、上記カチオン化セルロース
は含まれないこととする。
【００３４】
　カチオン性増粘剤（Ｂ）は、カチオン化セルロースであることが特に好ましい。炭酸塩
（Ａ１）とともに用いられるカチオン性増粘剤（Ｂ）がカチオン化セルロースである場合
には、カチオン性増粘剤（Ｂ）がカチオン化セルロースではない他のカチオン性増粘剤で
ある場合と比べて、２価アルコール（Ｃ）を用いていない第１剤組成物の低温安定性が悪
くなる傾向がある。しかし、炭酸塩（Ａ１）とカチオン化セルロースとを用いた場合でも
、２価アルコール（Ｃ）をさらに用いることにより、低温安定性を十分に高めることがで
きる。
【００３５】
　第１剤組成物におけるカチオン性増粘剤（Ｂ）の含有量は、第１剤組成物と第２剤組成
物とが混合された混合剤の粘度及び性状などを考慮して適宜調整される。第１剤組成物１
００質量％中、カチオン性増粘剤（Ｂ）の含有量は、好ましくは０．１質量％以上、より
好ましくは０．２質量％以上、好ましくは３．０質量％以下、より好ましくは２．０質量
％以下である。カチオン性増粘剤（Ｂ）の含有量が上記下限以上であると、混合剤の粘度
が適度に向上し、混合剤がより一層良好なジェル状などの性状になる。カチオン性増粘剤
（Ｂ）の含有量が上記上限以下であると、過剰なカチオン性増粘剤（Ｂ）による脱色阻害
又は染色阻害が生じにくくなる。
【００３６】
　第１剤組成物１００質量％中、カチオン性増粘剤（Ｂ）の含有量は０．９質量％以上で
あることが好ましい。カチオン性増粘剤（Ｂ）の含有量が０．９質量％以上であると、脱
色又は染色された毛髪の滑らかさをより一層高めることができる。
【００３７】
　［２価アルコール（Ｃ）］
　本発明に係る第１剤組成物に含まれている２価アルコール（Ｃ）は、炭酸塩（Ａ１）と
カチオン性増粘剤（Ｂ）とを含む第１剤組成物の低温安定性の向上に大きく寄与する成分
である。２価アルコール（Ｃ）は特に限定されない。２価アルコール（Ｃ）として、従来
公知の２価アルコールが使用可能である。２価アルコール（Ｃ）は、１種のみが用いられ
てもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００３８】
　低温安定性をより一層高め、かつ脱色又は染色された毛髪の滑らかさをより一層高める
観点からは、２価アルコール（Ｃ）の炭素数は、好ましくは３以上、好ましくは２０以下
、より好ましくは１０以下、更に好ましくは６以下である。
【００３９】
　２価アルコール（Ｃ）の具体例としては、エチレングリコール、プロピレングリコール
、ジプロピレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブチレングリコール、
１，３－ブチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，２－ペンタンジオール、１
，５－ペンタンジオール、２－ブテン－１，４－ジオール、２－メチル－２，４－ペンタ
ンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、１，２－デカンジ
オール及び１，２－ドデカンジオール等が挙げられる。
【００４０】
　低温安定性を更に一層高め、かつ脱色又は染色された毛髪の滑らかさを更に一層高める
観点からは、２価アルコール（Ｃ）は、炭素数３以上、６以下の２価アルコールであるこ
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とが好ましく、中でも、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール及び１，３－ブ
チレングリコールからなる群から選択された少なくとも１種であることがより好ましい。
【００４１】
　脱色又は染色された毛髪の滑らかさをより一層高める観点からは、２価アルコール（Ｃ
）は、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール及び１，３－ブチレングリコール
からなる群から選択された少なくとも１種であることが好ましく、中でも、プロピレング
リコール及びジプロピレングリコールの内の少なくとも１種であることがより好ましい。
【００４２】
　第１剤組成物における２価アルコール（Ｃ）の含有量は適宜調整される。第１剤組成物
における２価アルコールの含有量（Ｃ）は、好ましくは１．０質量％以上、より好ましく
は３．０質量％以上、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２０質量％以下である
。２価アルコール（Ｃ）の含有量が上記下限以上であると、第１剤組成物の低温安定性、
及び脱色又は染色された毛髪の滑らかさがより一層高くなる。２価アルコール（Ｃ）の含
有量が上記上限以下であると、第１剤組成物のコストが低くなる。
【００４３】
　［酸化染料（Ｄ）］
　第１剤組成物が酸化染毛剤に用いられる場合には、第１剤組成物は、酸化染料（Ｄ）を
含む。酸化染料（Ｄ）は、自身の酸化重合により発色する酸化染料前駆体と、酸化染料前
駆体との反応により種々の色に発色させるカップラーとの双方を意味する。酸化染料（Ｄ
）は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよい。
【００４４】
　上記酸化染料前駆体としては、例えば、フェニレンジアミン類、アミノフェノール類及
びジアミノピリジン類、並びにこれらの塩類等が挙げられる。該塩類としては、塩酸塩及
び硫酸塩等が挙げられる。
【００４５】
　上記フェニレンジアミン類としては、ｐ－フェニレンジアミン、トルエン－２，５－ジ
アミン、トルエン－３，４－ジアミン、２，５－ジアミノアニソール、Ｎ－フェニル－ｐ
－フェニレンジアミン、Ｎ－メチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－
フェニレンジアミン、６－メトキシ－３－メチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチル－２－メチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－エチル－Ｎ－（ヒドロキシエチル）
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）－ｐ－フェニレンジアミン
、２－クロル－６－メチル－ｐ－フェニレンジアミン、２－クロロ－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）－ｐ－フェニレンジアミン、２，６－ジ
クロル－ｐ－フェニレンジアミン及び２－クロル－６－ブロム－ｐ－フェニレンジアミン
等が挙げられる。上記アミノフェノール類としては、パラアミノフェノール、オルトアミ
ノフェノール、パラメチルアミノフェノール、２，４－ジアミノフェノール、５－アミノ
サリチル酸、２－メチル－４－アミノフェノール、３－メチル－４－アミノフェノール、
２，６－ジメチル－４－アミノフェノール、３，５－ジメチル－４－アミノフェノール、
２，３－ジメチル－４－アミノフェノール、２，５－ジメチル－４－アミノフェノール、
２－クロロ－４－アミノフェノール及び３－クロロ－４－アミノフェノール等が挙げられ
る。上記ジアミノピリジン類としては、２，５－ジアミノピリジン等が挙げられる。
【００４６】
　上記カップラーとしては、例えば、レゾルシン、ｍ－アミノフェノール、ｍ－フェニレ
ンジアミン、２，４－ジアミノフェノキシエタノール、５－アミノ－ｏ－クレゾール、２
－メチル－５－ヒドロキシエチルアミノフェノール、２，６－ジアミノピリジン、カテコ
ール、ピロガロール、α－ナフトール、没食子酸及びタンニン酸、並びにこれらの塩類等
が挙げられる。
【００４７】
　第１剤組成物における酸化染料（Ｄ）の含有量は、染色性を考慮して適宜調整される。
第１剤組成物１００質量％中、酸化染料（Ｄ）の含有量は０質量％以上、好ましくは０．
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０１質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、更に好ましくは０．２質量％以上、
好ましくは２質量％以下、より好ましくは１．５質量％以下である。酸化染料（Ｄ）の含
有量が上記下限以上であると、毛髪の染色性がより一層高くなる。酸化染料（Ｄ）の含有
量が上記上限以下であると、皮膚刺激が少なくなる。
【００４８】
　［他の成分］
　第１剤組成物が酸化染毛剤に用いられる場合には、色調を調色するために、第１剤組成
物は、直接染料を含んでいてもよい。直接染料としては、パラニトロオルトフェニレンジ
アミン、ニトロパラフェニレンジアミン、硫酸パラニトロメタフェニレンジアミン、２－
アミノ－５－ニトロフェノール及びピクラミン酸等が挙げられる。
【００４９】
　本発明に係る第１剤組成物は、アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤の内の少なく
とも１種の界面活性剤成分を含むことが好ましい。本発明に係る第１剤組成物は、液状又
はジェル状であり、かつアニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤の内の少なくとも１種
の界面活性剤成分を含むことが好ましい。この界面活性剤成分の使用により、脱色剤又は
酸化染毛剤のジェル状の混合剤を毛髪に塗布した後、毛髪上で泡立てて脱色又は染色処理
を施すことができるという、従来にない毛髪の脱色又は染色方法を採用することが可能に
なる。上記界面活性剤成分は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されてもよ
い。
【００５０】
　上記アニオン性界面活性剤としては、高級脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキ
ルリン酸エステル塩、アルキルエーテル硫酸エステル塩、アルキルエーテルリン酸エステ
ル塩、アルキルエーテルカルボン酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩、アルキルスルホコ
ハク酸、アシル乳酸塩、Ｎ－アシルサルコシン塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩及びＮ－ア
シルメチルアラニン塩等が挙げられる。これら以外のアニオン性界面活性剤を用いてもよ
い。
【００５１】
　上記両性界面活性剤としては、グリシン型両性界面活性剤、アミノプロピオン酸型両性
界面活性剤、アミノ酢酸ベタイン型両性界面活性剤及びスルホベタイン型両性界面活性剤
、イミダゾリニウム型両性界面活性剤、アミンオキサイド型両性界面活性剤及びホスホベ
タイン型両性界面活性剤等が挙げられる。これら以外の両性界面活性剤を用いてもよい。
【００５２】
　上記グリシン型両面界面活性剤としては、アルキルグリシン塩、カルボキシメチルグリ
シン塩及びＮ－アシルアミノエチル－Ｎ－２－ヒドロキシエチルグリシン塩等が挙げられ
る。上記アミノプロピオン酸型両性界面活性剤としては、アルキルアミノプロピオン酸塩
及びアルキルイミノジプロピオン酸塩等が挙げられる。上記アミノ酢酸ベタイン型両性界
面活性剤としては、アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン、脂肪酸アミドプロピルジメチ
ルアミノ酢酸ベタイン及びアルキルジヒドロキシエチルアミノ酢酸ベタイン等が挙げられ
る、上記スルホベタイン型両性界面活性剤としては、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルア
ンモニウム－Ｎ－プロピルスルホン酸塩、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム
－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）スルホン酸塩及びＮ－脂肪酸アミドプロピル－Ｎ，Ｎ
－ジメチルアンモニウム－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）スルホン酸塩等が挙げられる
。上記イミダゾリニウム型両性界面活性剤としては、アルキルカルボキシメチルヒドロキ
シエチルイミダゾリニウムベタイン等が挙げられる。上記アミンオキサイド型両性界面活
性剤としては、アルキルジメチルアミンオキサイド等が挙げられる。上記ホスホベタイン
型両性界面活性剤としては、２－（ジメチルオクチルアンモニオ）エチルホスフェート、
２－（ジメチルドデシルアンモニオ）プロピルホスフェート及び２－（ジメチルドデシル
アンモニオ）－２－ヒドロキシプロピルホスフェート等が挙げられる。
【００５３】
　混合剤の泡立ちを良好にする観点から、界面活性剤成分（Ａ）として、Ｎ－アシルグル
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タミン酸塩、アルキルエーテル硫酸エステル塩、アルキル硫酸エステル塩、高級脂肪酸塩
、アルキルエーテルカルボン酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩、アルキルスルホコハク
酸塩、脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアンモニウム－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）スルホン酸塩、アルキルカルボキシ
メチルヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、アルキルジメチルアミンオキサイド
を用いることが好ましい。界面活性剤成分（Ａ）として、具体的には、Ｎ－ヤシ油脂肪酸
アシル－Ｌ－グルタミン酸塩、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸塩、ラウリル硫
酸塩、ミリスチン酸塩、ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸塩、Ｎ－ラウロイルメ
チルタウリン塩、ラウリルスルホコハク酸塩、ラウリル（２－ヒドロキシスルホプロピル
）ジメチルベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピル
ベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウ
ムベタイン、ラウリルジメチルアミンオキサイドを用いることがより好ましい。なお、上
記塩としては、カリウム塩、ナトリウム塩及びトリエタノールアミン塩等が挙げられる。
【００５４】
　第１剤組成物における上記界面活性剤成分の含有量は、ジェル状の混合剤を泡立てる際
の泡立ちなどを考慮して適宜調整される。第１剤組成物１００質量％中、界面活性剤成分
の含有量は、０質量％以上、好ましくは０．１質量％以上、より好ましくは０．５質量％
以上、好ましくは１０質量％以下、より好ましくは６質量％以下である。上記界面活性剤
成分の含有量が上記下限以上であると、ジェル状の混合剤を良好に泡立てることができる
。上記界面活性剤成分の含有量が上記上限以下であると、過剰な上記界面活性剤成分によ
る脱色阻害又は染色阻害が生じにくくなる。
【００５５】
　第１剤組成物が酸化染毛剤に用いられる場合には、酸化染料（Ｄ）に加えて、還元剤を
さらに含むことが好ましい。還元剤は、第１剤組成物が大気暴露された際に、酸化染料の
発色を抑制する。
【００５６】
　上記還元剤は特に限定されない。上記還元剤として従来公知の還元剤が使用可能である
。上記還元剤としては、例えば、Ｎ－アセチル－Ｌ－システイン、Ｌ－アスコルビン酸、
亜硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸ナトリウム及びチオグリコール酸等が挙げられる。これら
の塩を用いてもよい。還元剤は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用されても
よい。
【００５７】
　第１剤組成物１００質量％中、還元剤の含有量は０質量％以上、好ましくは０．０１質
量％以上、より好ましくは０．０５質量％以上、好ましくは２質量％以下、より好ましく
は１質量％以下である。
【００５８】
　第１剤組成物は、上述した成分以外に、高級脂肪酸、炭化水素、着色剤及び香料等を含
んでいてもよい。
【００５９】
　（第２剤組成物）
　第２剤組成物は酸化剤を含む。酸化剤は特に限定されない。酸化剤として、従来公知の
酸化剤が使用可能である。酸化剤は、１種のみが用いられてもよく、２種以上が併用され
てもよい。
【００６０】
　上記酸化剤としては、過酸化水素、過酸化尿素、過硫酸塩、過ホウ酸塩、過炭酸塩、臭
素酸塩及び過ヨウ素酸塩等が挙げられる。これら以外の酸化剤を用いてもよい。脱色性及
び染色性をより一層高める観点からは、上記酸化剤は、過酸化水素であることが好ましい
。
【００６１】
　上記酸化剤の含有量は、脱色性又は染色性を考慮して適宜調整される。第２剤組成物１
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００質量％中、酸化剤の含有量は好ましくは０．０１質量％以上、より好ましくは０．１
質量％以上、好ましくは１２質量％以下、より好ましくは６質量％以下である。酸化剤の
含有量が上記下限以上であると、毛髪の脱色性又は染色性がより一層高くなる。酸化剤の
含有量が上記上限以下であると、毛髪の損傷が少なくなり、かつ皮膚刺激が少なくなる。
【００６２】
　上記第２剤組成物は、酸化剤の安定剤を含んでいてもよい。該酸化剤の安定剤としては
、例えば、フェナセチン及びヒドロキシエタンジホスホン酸等が挙げられる。
【００６３】
　第２剤組成物は、上述した成分以外に、カチオン性増粘剤、界面活性剤、低級アルコー
ル、高級脂肪酸、炭化水素、多価アルコール、着色剤及び香料等を含んでいてもよい。
【００６４】
　（多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤の詳細）
　本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、上記第１剤組成物と、上記第２剤組成
物とを少なくとも備える。本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、毛髪処理剤で
ある。本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、上記第１剤組成物と上記第２剤組
成物とを少なくとも備える毛髪処理剤キットである。本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸
化染毛剤は、混合されて混合剤として用いられる。上記第１剤組成物及び上記第２剤組成
物はそれぞれ、液状又はジェル状であることが好ましい。本発明に係る脱色剤又は酸化染
毛剤が混合された混合剤は、ジェル状であることが好ましい。混合剤がジェル状であると
、毛髪への塗布時に混合剤の垂れ落ちを抑制することができ、かつ塗布された混合剤の毛
髪からの垂れ落ちも抑制することができ、更に毛髪を良好に脱色又は染色することができ
る。
【００６５】
　上記第１剤組成物がカチオン性増粘剤（Ｂ）を含むので、多剤式の脱色剤又は酸化染毛
剤を混合した混合剤は、容易に良好なジェル状になる。このため、毛髪への塗布時に混合
剤がより一層垂れ落ちにくくなる。
【００６６】
　混合剤がジェル状である場合に、ジェル状である混合剤の２５℃での粘度は、２００ｍ
Ｐａ・ｓ以上である。混合剤における「ジェル状」とは、混合剤の２５℃での粘度が２０
０ｍＰａ・ｓ以上であることをいう。ジェル状である混合剤の２５℃での粘度は、１００
００ｍＰａ・ｓ以下であることが好ましい。ジェル状である混合剤の粘度は、Ｂ型粘度計
（トキメック社製）を用いて、ロータＮｏ．３、６０ｒｐｍ及び１分の各条件で測定され
る。但し、ロータＮｏ．３、６０ｒｐｍ及び１分の各条件で測定された粘度が４０００ｍ
Ｐａ・ｓ以上である場合には、ジェル状である混合剤の２５℃での粘度の値として、ロー
タＮｏ．３、６ｒｐｍ及び１分の各条件で測定された値が採用される。
【００６７】
　混合前の段階で第１剤組成物及び第２剤組成物の内の一方が液状又はジェル状である場
合には、混合の初期段階で第１剤組成物又は第２剤組成物の流動性が高いので、第１剤組
成物及び第２剤組成物の混合性に優れている。混合前の段階で第１剤組成物及び第２剤組
成物の双方が液状である場合には、混合の初期段階で第１剤組成物及び第２剤組成物の双
方の流動性が高く、第１剤組成物及び第２剤組成物の混合性により一層優れている。第１
剤組成物と第２剤組成物とを均一に混合することによって、脱色むら又は染色むらをより
一層抑制することができる。
【００６８】
　さらに、本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を混合した混合剤が、液状ではな
くジェル状である場合には、毛髪への塗布時に混合剤が垂れ落ちにくい。また、毛髪に塗
布する段階で混合剤は泡状ではなくジェル状である場合には、毛髪の根元（生え際）部分
であっても、ジェル状の混合剤を容易にかつ十分な量で塗布することができる。
【００６９】
　さらに、上記第１剤組成物が、アニオン性界面活性剤及び両性界面活性剤の内の少なく
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とも１種の界面活性剤成分を含む場合には、ジェル状の混合剤が毛髪に塗布された後に、
毛髪に塗布されたジェル状の混合剤を泡立てて泡状にすることができる。このようにジェ
ル状の状態から、シャンプーするような要領で泡立てて泡状の状態にすることで、混合剤
を毛髪に均一に付着させることができる。このため、脱色又は染色後の毛髪に脱色むら又
は染色むらを生じ難くすることができる。
【００７０】
　従来の脱色剤又は酸化染毛剤が混合されたクリーム状の混合剤では、粘度が高いので、
混合剤を毛髪に均一に付着させにくいことがある。このため、混合剤がクリーム状のまま
で毛髪が脱色又は染色するまで５～６０分程度放置された後、洗い流されると、脱色むら
又は染色むらが生じやすいという問題がある。これに対して、毛髪に塗布されたジェル状
の混合剤を泡立てて泡状にすることにより、混合剤を毛髪に均一に付着させることができ
る。特に、ジェル状の混合剤を施術者が自身の毛髪に塗布する場合にも、すなわちジェル
状の混合剤をセルフで使用する場合にも、毛髪に塗布されたジェル状の混合剤を泡立てて
泡状にすることにより、混合剤を毛髪にむらなく付着させることができる。従って、毛髪
の脱色むら又は染色むらを顕著に抑制できる。
【００７１】
　本発明に係る多剤氏の脱色剤又は酸化染毛剤は、上記第１剤組成物及び上記第２剤組成
物に加えて、第３剤組成物をさらに備えていてもよい。第３剤組成物としては、脱色剤、
ヘアリンス剤、ヘアトリートメント剤及びヘアコンディショニング剤等が挙げられる。ま
た、脱色剤などの第３剤組成物と、ヘアリンス剤、ヘアトリートメント剤又はヘアコンデ
ィショニング剤等の第４剤組成物とを用いてもよい。
【００７２】
　第１剤組成物と第２剤組成物とを備える２剤式の脱色剤又は酸化染毛剤である場合には
、ジェル状などの混合剤は、第１剤組成物と第２剤組成物とを混合することにより得られ
、第１剤組成物と第２剤組成物との混合物である。第１剤組成物と第２剤組成物と第３剤
組成物とを備える３剤式の脱色剤又は酸化染毛剤であり、毛髪への塗布前に第１剤組成物
と第２剤組成物と第３剤組成物とが混合される場合には、ジェル状などの混合剤は、第１
～第３剤組成物とを混合することにより得られ、第１～第３剤組成物を含む混合物である
。第１剤組成物と第２剤組成物と第３剤組成物とを備える３剤式の脱色剤又は酸化染毛剤
であり、毛髪への塗布前に第１剤組成物と第２剤組成物とが混合され、毛髪への塗布前に
第３剤組成物が混合されない場合には、ジェル状などの混合剤は、第１剤組成物と第２剤
組成物とを混合することにより得られ、第１剤組成物と第２剤組成物との混合物である。
【００７３】
　塗布時及び塗布後の放置時に混合剤の垂れ落ちをより一層抑制し、かつ脱色性及び染色
性をより一層高める観点からは、多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、混合された混合剤が
ジェル状である状態で毛髪に塗布される多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤であることが好ま
しい。
【００７４】
　塗布時及び塗布後の放置時に混合剤の垂れ落ちをより一層抑制し、かつ脱色性及び染色
性をより一層高める観点からは、多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤は、容器中で混合され、
混合された混合剤がジェル状である状態で容器から吐出され、毛髪に塗布される多剤式の
脱色剤又は酸化染毛剤であることが好ましい。
【００７５】
　脱色むら又は染色むらを抑制し、毛髪を良好に脱色又は染色する観点からは、多剤式の
脱色剤又は酸化染毛剤は、混合された混合剤がジェル状である状態で毛髪に塗布され、毛
髪に塗布された混合剤が毛髪上で泡立てられる多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤であること
が特に好ましい。
【００７６】
　第１剤組成物と第２剤組成物とを混合する際の質量比は特に限定されない。第１剤組成
物と第２剤組成物とを混合する際の質量比（第１剤組成物：第２剤組成物）は、好ましく
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は１：１０～１０：１、より好ましくは１：５～５：１、更に好ましくは１：４～３：１
、特に好ましくは１：３～２：１である。
【００７７】
　（多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を用いた毛髪の脱色又は染色方法）
　本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を用いて毛髪を脱色又は染色する際には、
多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を混合し、混合された混合剤を毛髪に塗布する。その後、
所定時間放置し、混合剤を洗い流す。
【００７８】
　本発明に係る多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤が、混合された混合剤がジェル状である状
態で毛髪に塗布され、毛髪に塗布された混合剤が毛髪上で泡立てられる多剤式の脱色剤又
は酸化染毛剤である場合には、毛髪を脱色又は染色するために、多剤式の脱色剤又は酸化
染毛剤を混合し、ジェル状の混合剤にし、次に該混合剤をジェル状である状態で毛髪に塗
布した後、毛髪に塗布されたジェル状の混合剤を泡立てることが好ましい。
【００７９】
　混合剤をジェル状である状態で毛髪に塗布することにより、塗布時に混合剤が毛髪から
垂れ落ち難くなる。次に、毛髪に塗布されたジェル状の混合剤を毛髪上で泡立てることに
より、混合剤を毛髪にむらなく付着させることができる。ジェル状の混合剤を泡立てる際
には、ジャンプーする要領で泡立てて、混合剤を毛髪に充分に馴染ませればよい。
【００８０】
　混合剤を毛髪に塗布してから泡立てるまでの時間は、好ましくは１０分以下、より好ま
しくは５分以下、更に好ましくは３分以下である。
【００８１】
　混合剤を泡立てない場合には、混合剤を塗布してから毛髪を脱色又は染色するための放
置時間は、好ましくは５分以上、より好ましくは１０分以上、好ましくは１２０分以下、
より好ましくは６０分以下である。混合剤を泡立てる場合には、混合剤を泡立ててから毛
髪を脱色又は染色するための放置時間は、好ましくは５分以上、より好ましくは１０分以
上、好ましくは１２０分以下、より好ましくは６０分以下である。毛髪の脱色又は染色が
充分に進行した後、混合剤は毛髪から洗い流され、除去される。
【００８２】
　上記多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を容器中で混合し、ジェル状の混合剤にすることが
好ましい。この場合には、混合が容易である。また、混合に用いる容器は、第１剤組成物
を含む容器又は第２剤組成物を含む容器であることが好ましい。この場合には、新たに容
器を用意する必要がなく、第１剤組成物を含む容器に第２剤組成物を入れるか又は第２剤
組成物を含む容器に第１剤組成物を入れることにより、多剤式の脱色剤又は酸化染毛剤を
容易に混合できる。混合に用いる容器は、第２剤組成物を含む容器であることがより好ま
しい。また、混合剤の塗布性をより一層高めるために、混合剤をジェル状である状態で容
器から吐出して、毛髪に塗布することが好ましい。
【００８３】
　以下、本発明について、実施例及び比較例を挙げて具体的に説明する。本発明は、以下
の実施例のみに限定されない。
【００８４】
　（実施例１～５及び比較例１～４）
　下記の表１，２に示す各成分を下記の表１，２に示す含有量で配合し、混合して、第１
剤組成物を得た。また、下記の表１，２に示す各成分を下記の表１，２に示す含有量で配
合し、混合して、第２剤組成物を得た。得られた第２剤組成物を容器に入れた。実施例１
～５及び比較例１～４で得られた第１剤組成物及び第２剤組成物はいずれも、液状又はジ
ェル状であった。
【００８５】
　（評価）
　（１）第１剤組成物の粘度



(13) JP 2012-106951 A 2012.6.7

10

20

30

　得られた第１剤組成物の粘度を、Ｂ型粘度計（トキメック社製）を用いて、ロータＮｏ
．３、６０ｒｐｍ及び１分の各条件で測定した。
【００８６】
　（２）低温安定性
　実施例及び比較例で得られた調整直後の第１剤組成物を透明ガラス瓶に充填した。調整
直後の第１剤組成物には、析出物は認められなかった。第１剤組成物が充填された透明ガ
ラス瓶を、－３℃の恒温槽で７日間保管した。保管後の第１剤組成物の性状を観察し、低
温安定性を下記の判定基準で判定した。
【００８７】
　［低温安定性の判定基準］
　○○：調整直後と比べて、保管後の第１剤組成物に変化が全く認められない
　○：調整直後と比べて、保管後の第１剤組成物に変化がほとんど認められない
　△：保管後の第１剤組成物に析出がわずかに認められる
　×：保管後の第１剤組成物に析出が明らかに認められる
【００８８】
　（３）脱色又は染毛後の毛髪の滑らかさの官能評価
　官能評価パネル２０名がそれぞれ、第１剤組成物と第２剤組成物との質量比（第１剤組
成物：第２剤組成物）が１：２となるように、第２剤組成物を含む容器中に第１剤組成物
を入れ、均一になるまで混合し、混合剤を得た。
【００８９】
　次に、官能評価パネル２０名がそれぞれ、混合剤を容器から吐出し、健常毛を有するウ
ィッグ（レッスンマネキン：ユーカリジャパン社製）の毛の根元付近に混合剤を塗布した
。その後、速やかに毛の根元付近に塗布された混合剤を、シャンプーをする要領で泡立て
た。泡立ててから３０分間放置した。３０分間放置した後に、混合剤を温水で洗い流した
。次に、タオルドライ及びドライヤーによる温風乾燥を行った。
【００９０】
　官能評価パネル２０名が、脱色又は染色された毛髪の滑らかさについて、下記の判定基
準で判定した。
【００９１】
　［仕上がり感の判定基準］
　○○：２０名中１６名以上が、毛髪の滑らかさに優れていると回答
　○：２０名中１１～１５名が、毛髪の滑らかさに優れていると回答
　△：２０名中６～１０名が、毛髪の滑らかさに優れていると回答
　×：２０名中５名以下が、毛髪の滑らかさに優れていると回答
【００９２】
　第１剤組成物及び第２剤組成物の組成及び評価結果を下記の表１，２に示す。下記の表
１，２における各成分の含有量の配合単位は「質量部」である。下記の表１，２における
各成分の含有量は全て、原料として配合した配合量を示す。
【００９３】
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【表１】

【００９４】
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【表２】

【００９５】
　なお、上記表１，２において、塩化－Ｏ－［２－ヒドロキシ－３－（トリメチルアンモ
ニオ）プロピル］ヒドロキシエチルセルロースは、東邦化学工業社製の商品名「カチナー
ル　ＨＣ－２００」である。ラウリン酸アミドプロピルベタイン（３０質量％）は、新日
本理化社製の商品名「リカビオン　Ｂ－３００」である。
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